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ハ'ノエット・マーティノー『自伝』研究
自伝執筆を義務と感じていた
幼少期の記述について
齋藤九一
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ハリエツト・マー テイノー (HametMartineau,1802-1876)の『自伝』("q"〃
MJ"/"eα"j4"robjog叩ﾉりﾉ,1877)の序論(htroduction)は次のような言葉で始まる。
Frommyyouthupwardslhavefeltthatitwasoneofthedutiesofmylifeto
writemyautobiography.Ihavealwaysenjoyed,andderivedprofit廿om,reading
thatofotherpersons,fifomthemostmeagretothefilllest:andcertainqualities
ofmyownmind-astrongconsciousnessandaclearmemoryinregardtomy
earlyfeelings-haveseemedtoindicatetomethedutyofrecordingmyown
experience.(1)
マーティノーが実際に自伝を書いたのは53歳の時であり、彼女ほどに業績を
あげた人物が自伝を書くことに何の疑問もありえないが、ここで注目したいの
は、冒頭の一句、「若い時から(fifommyyouthupwards)」である。まだ何の業
績もあげていない、そもそも自分が何者であるかもわからないであろう幼少期
に、早くも自伝を書くことを「義務」の一つと感じていたとすれば、それは驚
くべきことではないだろうか。
自伝というものの執筆には何らかの弁明が必要らしい｡例えば､マーテイノー
より4歳下のジヨン･ステユアー ト・ミル(JohnSmartMill,1806-1873)は『自伝』
(4"m6jogr叩ﾉりﾉ,1873)第1章を次のように書き出している。
Itseemsproperthatlshouldprefixtothefbllowingbiographicalsketch,
somementionofthereasonswhichhavemademethinkitdesirablethatlshould
－97－
leavebehindmesuchamemorialofsouneventfUlalifeasmine.(Mill25)
｢これといった事件もなかった一生」について自伝を書くことには何らかの弁
解が必要であるというミルの謙遜は、マーテイノーより13歳下のアントニー・
トロロプ(AnthonyTrollope,1815-1882)にも共有されていたようだ。トロロプ
は『自伝』（伽伽robjogr叩ﾉりﾉ,1883)の冒頭で次のように書いている。
Inwritingthesepages,which,fbrthewantofabettername,Ishallbe伽、
tocalltheautobiographyofsoinsignificantapersonasmyselfitwillnotbeso
muchmyintentiontospeakofthelittledetailsofmyprivatelife,asofwhatl,and
perhapsothersroundme,havedoneinliterature.…(Trollopel)
これを書いたのはトロロプが60歳を過ぎた頃と思われるが、彼ほどの小説家
にしても、「自分のようにつまらない人間」が自伝を書くのはおこがましいと
いうような口ぶりであり、また、個人的な生活の細部よりも文学といういわば
公的な世界で自分が成したことについて、その成功や失敗の原因を語ることに
重点を置く意図が述べられている。
それと比較すれば、マーテイノーは、「自分の感情に関する強い意識と明確
な記憶｣、すなわち自分の精神のある特質を意識したがゆえに、若い時から自
伝を書かなければならないと思いつめていたというのは興味深い。もちろん、
マーテイノーが実際に『自伝』を書いたのは53歳頃であり、その『自伝』には、
社会学者としての公的な、そしてきらびやかな、業績の背景がたっぷり語られ
ているのだから、結果的にはミルやトロロプとそれほど違うわけでもないかも
しれない。しかし、「若い時から」自伝執筆の義務感を抱いていたというのは、
そのような成人以降の業績の顕示とはまた別のことであろう。
「若い時(yOuth)」という言葉でマー テイノー が厳密に何歳までを意味してい
たのか不明であり、20歳くらいまでとみなしてよいかもしれないが、本稿で
は17歳前後までを考察の対象としたい。それというのも、17歳の時点に区切
りを置くことはマーティノー自身が想定していたように思われるからである。
すなわち、マーテイノーの『自伝』は、大きく6つの「時期(Period)」に分
かれているが、第1期(FirstPeriod:TbEightYearsOld)に続く第2期(Second
Period:TbtheAgeofSeventeen)は17歳を目の前にした1818年までとなってい
る。そして、第3期(ThirdPeriod:TbtheAgeofThirty)の冒頭で、マー テイノー
は、この第3期が成人した女性(womanhood)として自立に向かう時期であっ
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たと述べている（97)。これを踏まえて、本稿では『自伝』の第1期と第2期を
マーテイノーの「若い時(youth)」とみなして精読を行い、そこに述べられて
いる内容およびその記述の構成について考察する。
2
さて、マー テイノー 『自伝』第1期第1節(Sectionl)は次のような幼時の記
憶の興味深い記述で始まる。
Myflrstrecollectionsareofsomeinfantineimpressionswhichwerein
abeyancefbralongcourseofyears,andthenrevivedinaninexplicableway-
asbyaflashoflightningovera伽horizoninthenight.Thereisnodoubtofthe
genuinenessoftheremembrance,asthefactscouldnothavebeentoldmebyany
oneelse.Irememberstandingonthethresholdofacottage,holdingfastbythe
doomost,andputtingmyfbotdown,inrepeatedattemptstoreachtheground.(9)
ここで「小さな家」(acottage)と言われているのは、ノー フオー ク州ノリッジ
(Norwich)の生家ではない。本文の直前に生家の口絵("HouseinWhichHarriet
MartineauWasBom")が掲げられているので紛らわしいが、引用文中の小さな
家はマー テイノー が幼時に里子に出された家("acottage,orsmallfann-houseat
Carleton,wherelwassentfbrmyhealth,beingadelicatechild"lO)であり、世話を
してくれた人の名前、宗教、そして当時のマーテイノーの年齢が、少し後の段
落で記されている。
Myhostessandnurseattheabove-mentionedcottagewasaMrs.Merton,
whowas,aswasherhusband,aMethodistormelancholyCalvinistofsomesort.
Thefamilystoryaboutmewasthatlcamehometheabsurdestlittlepreacherof
myyears(betweentwoandthree)thateverwas.(ll-12)
マーティノーは、他人の家の玄関の敷居に立ち、おそるおそる地面に足を下
ろそうとする幼い子供の姿で「自伝」を始めている。しかも、それは誰かに後
年教えられた事実ではなく、まぎれもなく自己の記憶であり、「夜の遠い地平
線の上の電光の閃き」のように、長い眠りから鮮やかに蘇った記憶というわけ
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である。記憶の復活方法と記憶の内容の両面において、言い換えれば、自らの
意志とは関係なく記憶が自然に回復したことを描く比瞼的表現と、自らの意志
によって地に足を付けようとする幼子のイメージの象徴性と、その両面におい
て、これはかなり文学的な一節であると言えよう。それらがやや月並みな比瞼
と象徴であることは否めないにしても､マーテイノー『自伝』の冒頭の文章は、
読者がこの『自伝』から単に事実を読みとれば足りるのではないことを暗示し
ている。すなわち、マーテイノー『自伝』は読者に一定の文学的な精読を要求
しているのである。
マーテイノー『自伝』は、この「小さな家」での2歳頃の歩行の記憶に続い
て、段落を改めることもなく一気に、誕生後数週間および3カ月の頃に言及す
る。ここには記述の上での時間の逆転がみられる。
Mymother'saccountofthingswasthatlwasallbutstarvedtodeathinthefirst
weeksofmylife-thewetnursebeingverypoor,andholdingontohergood
placeafferhermilkwasgoingorgone.Thediscoverywasmadewhenlwasthree
monthsold,andwhenlwasfastsinkingunderdiarrhoea.Mybadhealthduring
mywholechildhoodandyouth,andevenmydeafhess,wasalwaysascribedby
mymothertothis.(10)
この乳母の名前が書かれていないのは、「小さな家」の女主人の名前が書か
れているのと対比的であり、しかも、記述の時間を逆転させ、2歳頃のこと
をまず書き、それから生後数週間のことを書いている。すなわち、自らの幼
時に関する母の話("mymother'saccountofthings")と、自分の記憶("myfirst
recollectiong)を対比的関係に置くとともに、時間的には後に位置する自らの
記憶を、テクストの上では、母のそれに先行させていることになる。これはさ
りげない自己主張なのかもしれない。
母親に代表されるマーテイノーの家族が特にしつけに厳しい人々だったと
も思われないが、たとえ当時として世間並みの子供の扱い方であったとして
も、当の子供としては、特にマーテイノーのように感受性の強い子供の場合
は、成長過程の様々な局面において、自分が理解されていないと受け止めた
ことは-卜分に考えられる。そのことを物語るのは、第1期第1節の記述にちり
ばめられた幼少時の不安や恐怖についての言及である。悪夢、人見知り、錯
覚、色彩に対する過敏さ、等々、一言でいえば幼時のマーテイノーの感受性
の強さが提示されている。その感受性の強さが、生きる喜びよりも苦しさを
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もたらしたようで、そのことが家族に理解されないために、子供ながらに自
殺を考えたこともあり(18)、ややおだやかな反抗形態として家出を考えもした
らしい(19)。この感受性の強い子供が求めたのは「公正（公平)｣Oustice)であ
り、"Ihadadevouringpassionfbrjustice-6rsttomyownpreciousselfandthento
otheroppressedpeople."(18)と言っている。言い換えれば、"thejusticedue廿om
thestrongertotheweaker"(21)を求めていたのであるが、その裏には、自分の能
力が家族から正当に理解されないという思いがあった。そのことをマーティ
ノーは、"thefamilyimpressionofmyabilities-thatlwasadull,unobservant,slow,
awkwardchild"(23)と表現している。この「公正」0ustice)を希求する子供の姿
の中に後年の社会学者の遠い予兆を感じ取ることができるように私には思われ
る。
次に､マー テイノー 『自伝』第1期第2節(Sectionll)では､記憶に残るニユー
カツスルへの旅(,thememorableNewcastlejoumey"28)が描かれている。母方の
祖父の家へ行ったのである。「カールトンの小さな家」と同様に、これもまた
自宅ではない場所である。その意味で、第1期の記述は、里子に出された家で
の経験という小さな旅（第1節）で始まり、母や兄弟姉妹たちとのニューカッ
スルへの大きな旅（第2節）で終わるという円環を描いていると読める。この
円環がさらに反復されることについては本稿の最後で触れたいと思う。
さて、ニューカッスルへの旅がもたらした効果として、マーテイノーは、"I
date廿omitmybecomingwhatiscommonlycalled,aresponsiblebeing.'"(28)、およ
び､"Thebesteventwasthatmytheologicallifebegantotakefbnn.''(32)と言ってい
るが、その中で注目したいのはMilton訳の讃美歌(hymn)を習ったことである。
これは4@Letuswithagladsomemind/Praisethelord,fbrheiskind/Forhismercies
ayendure,/Everfaithfill,eversure."(Milton7-10)で始まる全96行の詩編(Psalm)
136の翻訳で、ミルトン15歳の作らしい。この後マーテイノーは、Pα、伽e
Los/との出会い(42)を経て、結果として"asortofwalkingConcordanceofMilton
andShakespeare"(71-2)と自らを呼ぶまでに熱中するのであるから、若きミル
トン作の讃美歌との出会いはマーティノー『自伝』における注目すべき文学的
出来事と言えよう。
3
マー テイノー 『自伝』の第2期は3つの節(Section)に分かれているのだ
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が、その最初の節はなぜかSectionlの文字がないままに書き出されている。
マーティノーは当時を振り返り、"Mymind...wasdesperatelymethodical."(35)
と言い、その例示として、砦き日のベンジャミン・フランクリン(BeIUamin
Franklin,1706-1790)のように、日々 の善行と悪行を表の形で書き記すことを
試みたが、困難さゆえに放棄したと言っている◎フランクリン『自伝』の
出版事情について77'eOW"Co叩α"jo"/oE"g/杣L"erar"”は、"[Franklin's]
""/o6iOgmpﾉりﾉ．．、waspublishedinEnglandinl793(translated廿omtheFrench),in
Ame㎡cainl818."(372)と記述している。1802年生まれのマー テイノー がフラ
ンクリン『自伝』を読んだ時期は明示されていないが、本稿で扱っている17
歳前後までの若い時に、英国版あるいは米国版で、読むことは可能であった。
マーティノー「自伝』序論の冒頭で､いつも他者の自伝を読むことが楽しみだっ
たと言っているが、その中に当然フランクリン『自伝』も含まれていたであろ
うと思われる。
自伝のなかで他者の自伝に言及するというインターテクスチュアルな身振り
から連想されるのは､マーテイノー『自伝』と他の文学作品との関係であるが、
ここで深く立ち入る余裕はない。ただ、本稿ですでに言及したジョン・ミルト
ンのテクストが重要性を帯びていることは次の引用からも推測できる。
Whenlwassevenyearsold,-thewinterafferourremm廿omNewcastle,-
Iwaskept廿omchapeloneSundayafiemoonbysomeailmentorother・When
thehousedoorclosedbehindthechapel-goers,IIookedatthebooksonthetable.
Theugliest-lookingofthemwastumeddownopen;andmytumingitupwas
oneoftheleadingincidentsofmylife.Thatplain,clumsy,calfLboundvolume
was"ParadiseLost";andthecommonbluishpaper,withitsold-fashionedtype,
becameasascrolloutofheaventome.(42)
これほどまでにミルトンに親炎したのであれば、マーティノーが自らの聴覚障
害の発現に触れる際に、ミルトンの有名なソネット16番"Whenlconsiderhow
mylightisspent/Erehalfmydays,inthisdarkworldandwide"に言及しないのは
不思議であるが、そのような文学趣味よりも、現実の世界で、障害に苦しむ友
人への共感を語るのがマーテイノーの流儀のようであり、近所の親しい家の
同年輩の女の子が障害のために片足を手術で失ったというエピソード（45-48）
が読者に強い印象を残す。
また、マーテイノーが9歳の時に、妹が生まれ、大きな関心と愛着を抱くこ
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とになるのだが、知り合いの女性にマーティノーが語ったその関心の理由が驚
くべきものである。すなわち、マー ティノー は、“…Ishouldnowseethegrowth
ofahumanmindfromtheverybeginning."(52)と知り合いの女性に言い、9歳の
子供には異例の言葉として人々の話題になったのである。それほどに好奇心
が強かった("Mycuriositywasintense.''52)と言うのだが、単なる好奇心という
だけではなく、自分より弱いものに対して、おそらく自分の成長過程との対比
で、大きな関心を持ったのであろう。妹の誕生に際して9歳のマーテイノーが
口にした"thegrowthofahumanmind(fiomtheverybeginning)"は、マーテイノー
自身の"thegrowthofahumanmind"への関心と並行関係にあり、彼女が「自伝』
を書く動機と重なるものであろう。
4
『自伝』第2期第2節(Sectionll)は、"Iwaselevenwhenthatdelectableschooling
beganwhichlalwaysrecurtowithclearsatisfactionandpleasure."(61)という書き
出しで､Mr.PeITy'sschoolでの実りある学習が描かれる。ラテン語､フランス語、
算数、作文など、どれも楽しかったが、とりわけ作文に関する訓練が有益だっ
たようで、マーテイノーは次のように書いている。
Compositionwasmyfavouriteexercise;andlgotcreditbymythemes,I
believe.Mr.PeITytoldmeso,inl834,whenlhadjustcompletedthepublication
ofmyPoliticalEconomyTales,andwhenlhadthepleasureofmakingmy
acknowledgementstohimasmymasterincomposition,andprobablythecauseof
mymindbeingtumedsodecidedlyinthatdirection.(65)
つまり、学校での「作文」が後年の文筆業での成功の基礎となったわけで、こ
れほど幸福な学校教育はないと言えるだろう。もっとも、ペリー氏の指導下で
の勉強も2年間で終わることになる。優れた教師でありながら経営の才がな
かったペリー 氏は経営難で学校をやめることになったからである(69)。
このような幼い子供なりの「知的生活」("anintellecmallife"65)の楽しみに
交差するように、マーテイノー『自伝』の重要テーマであるdeafhessが提示さ
れるが、その提示の仕方には微妙な、行きつ戻りつするリズムが感じられると
私には思われる。
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まず、"Thegreatcalamityofmydeafhesswasnowopeninguponme."(70)という
言葉で切りだすのだが、ここで一気にその話題に深入りするのではない。難
聴以外にも当時、慢性的消化不良、疲労、筋力低下(.@theconstantindigestion,
languor,muscularweaknesJ70)の兆候があったと述べることによって、ある意
味で、聴覚障害だけを際立たせるのではなく、他の健康上の障害と並列に置く。
このような予備的な言及を行った上で、そのような複合的な体調不良を慰める
ものとしての宗教、本、音楽に話題を移し、とりわけ、Shakespeareを読むこと、
および、新聞を読む楽しみを覚えたことに触れる。
新聞を読むことによって知らず知らずにPoliticalEconomyに関心を持つよう
になったのは、後年の文筆活動にとって有益であったのは言うまでもないだろ
うし､それと同時に､"asortofwalkingConcordanceofMiltonandShakespeare''(72)
と言えるほどにミルトンとシェイクスピアを読んだことは非常に有意義な知的
蓄積であったはずである。このようなプラス要因の記述で少し遠回りした後で、
いよいよ核心に触れる記述が来る。
Theflrstdistinctrecognitionofmybeingdeafmoreorless,waswhenlwas
atMr.PelTy's,-whenlwasabouttwelveyearsold.ltwasaveryslight,scarcely-
perceptiblehardnessofhearingatthattime.…(72)
しかし、その後の聴覚障害の進行について、マーテイノーは、.@...befbrelwas
sixteen,ithadbecomeverynoticeable,veryinconvenient,andexcessivelypainfillto
myself"(72)と書いた段階で、突然、『自伝』の叙述の上で非常に大胆な「省略」
の選択を行うのである。
Ididoncethinkofwritingdownthewholedrearystoryofthelossofamain
sense,likehearing;andlwouldnotnowshrinkftominHictingthepainofiton
others,andonmyselfifanyadequatebenefitcouldbeobtainedbyit.But,really,
Idonotseethattherecould．...Iwilltherefbreoffernoelaboratedescriptionof
thedailyandhourlytrialswhichattendthegradualexclusion廿omtheworldof
sound.(72-3)
障害について詳細を語っても本当の意味での同情が得られるわけではなく、ま
た実際的な効用があるわけでもないので、書かないというわけである。そのう
えで、前向きにdeafchildの教育について&@somesuggestionsandconclusions"(73)
-104-
だけを提示すると言い、かなりのスペースにわたって、障害を持つ者の一人と
して幾つもの実践的な提案をしている。このような提案もまた、マーテイノー
が『自伝』を書くことの意義の一つとなっていただろう。それにしても、『自伝』
において、自らの最大の苦しみの存在を明言しつつも、読者に苦痛を与えるだ
けと思われる描写はしないと決断して、日々の苦労に満ちた細部は大胆にカッ
トしてみせるマーテイノーの強さ（と言ってよいと思うのだが）は実に興味深
いと私には思われる。
5
第2期第3節(Sectionlll)では16歳の時にブリストル(Bristol)の叔母と娘
たちが経営する寄宿学校に1年余り滞在したことが書かれている。主として
健康上の理由での転地だが、理由はそれだけではなかった。マーテイノーが
｢家族からの批評」("domesticcriticiSm''83)に言及し、さらには、"Iwastooshy
evertoasktobetaughtanything,-except,indeed,ofgood-namredstrangers.''(83)と
言っているように、“…neverwaspoorcreaturemoredismallyawkwardthanlwas
whendomesticeyeswereuponme;andthismademeamostvexatiousmemberofthe
family."(84)というような家庭の事情があった。知性も感性も豊かでありなが
ら何かと不器用で母の理解が得られない子どもとして、8人兄弟姉妹の6番目
のマーテイノーが大家族の中で味わった息苦しさが推測される。
ブリストルの叔母の娘たち、すなわち、マーティノーの従姉たちの聡明さは
彼女に強い印象を与え、"Istillthinkthatlnevermetwithafamilytocomparewith
theirsfbrpowerofacquisition,oreffectiveuseofknowledge."(93)と讃嘆している｡
難聴のためもあって、マーティノーは教室でよりも自学自習で多くのことを学
んだ。論理学、修辞学、歴史、そして詩をたくさん読み、優秀な従姉たちのお
かげもあって、新しい世界が開けたとのことである(93)◎ブリストル周辺の自
然の美しさにも目を開かれたのだが、ブリストルがもたらしたものはそれだけ
ではなかった。
Farmoreimportant,however,wasthegrowthofkindlyaffectionsinmeat
thistime,causedbythe丘eeandfillltendernessofmydearauntKentish,andof
allmyotherrelationsthensurroundingme.Myheartwannedandopened,and
myhabitualfearbegantomeltaway.(94)
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ブリストルでの経験を総括して、"TheresultsoftheBristolexpenmentwerethus
goodonthewhole."(96)とマー テイノー は言っているが、その効果の一つが"My
domesticaffectionswereregenerated.''(96)である。第1期第1節で里子に出され
た｢小さな家｣の記憶から書き始められたマー ティノー ｢自伝』の｢若い頃｣(youth)
の記述は、第1期第2節でニューカッスルの祖父の家への旅に触れ、そして、
第2期第3節において、ブリストルの叔母の寄宿学校からノリッジの生家に戻
る1819年4月の直前で一応の円環を閉じることになる。生家と外界とを移動
する旅という「運動」の反復がマーテイノーに少しずつ自信と自制と自立をも
たらしたと言える。少なくとも、『自伝』の幼少期の記述において､マーティノー
はそのように書いている、というのが本稿における私の解釈である。
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